
資料１

地形分類図から分かること

クリック

土地の成り立ちと、その土地が本来持っている自然災害リスクを表示

旧河道 後背低地

洪水が長時間継続（鬼怒川）液状化が発生（東日本大震災）

地形と自然災害の関係の例

 身の回りの状況を確認
 防災対策や宅地開発等の計画策定
 学校教育・防災教育等での活用

場所を選ぶと、その土地の成り立ちと
その土地が本来持っている自然災害リスクが分かる

凹地・浅い谷 出典等

土地の成り立ち 台地・段丘などに細水流や地下水の働き
によってできた低いところ。

この地形の自然災害リスク 一般に地盤は安定しているが、
豪雨の際に集水域となるため浸水するリスクもある。

上記はこの地形分類自体の一般的な潜在的自然災害リスクを示し
たものであり、個別の場所のリスクを示しているものではありません。


